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第1章

概要

STK502 使用者の手引き

STK502はAtmel社製STK500開発基板にLCDｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ付き/なしの64ﾋﾟﾝAVRﾃﾞﾊﾞｲｽ支援
を追加するために設計されたｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板です。一覧については支援されるﾃﾞﾊﾞｲｽをご覧くだ
さい。

STK502は支援ﾃﾞﾊﾞｲｽの新機能の完全な利用を可能にするﾊｰﾄﾞｳｪｱやｺﾈｸﾀを含みます。ZIF
(挿入力ｾﾞﾛ)ｿｹｯﾄは試作に対するTQFP外囲器の使用を容易にします。

この使用者の手引きは上級者用の完全な技術的参考だけでなく、一般的な開始時の案内役
でもあります。

STK502は応用実演も含み、ATmega169を基にした2つの応用記述、「AVR064:STK 502-LCD
出力温度監視ｼｽﾃﾑ」と、「AVR065:STK502用LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞ」が手に入ります。これらの応用記述
はﾃﾞﾊﾞｲｽ内の各種機能の使用法を説明します。このｷｯﾄに含まれるのは予め書き込まれた
ATmega169です。ZIFｿｹｯﾄにﾃﾞﾊﾞｲｽを挿入してください。応用実演が直ちに始まります。

1.1 特徴 ■ LCD制御器内蔵64ﾋﾟﾝAVRﾃﾞﾊﾞｲｽの支援

■ AVR LCD制御器実演用のｶﾞﾗｽ基板上のLCD表示器

■ AVR Studio® 4による支援

■ TQFP外囲器用挿入力ｾﾞﾛ(ZIP)ｿｹｯﾄ

■ 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

■ 直列(ISP)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ (実装書き込み)

■ ｴﾐｭﾚｰﾀ ｱﾀﾞﾌﾟﾀ用TQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝ

■ ﾎﾟｰﾄE, F, G用ﾎﾟｰﾄ拡張ｺﾈｸﾀ

■ 外部LCD表示器用LCD表示器ﾍｯﾀﾞ

■ JTAGICEまたはJTAGICE mkⅡ(注)を使う内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞ用JTAGｺﾈｸﾀ

■ 実時間時計(RTC)実装を容易にする基板内蔵32kHzｸﾘｽﾀﾙ

■ 応用実演用温度感知器

■ 基板のｼﾙｸ ｽｸﾘｰﾝでのｽｨｯﾁやｼﾞｬﾝﾊﾟの素早い参照

■ 応用実演が予め書き込まれたATmega169
 (ATmega169ﾃﾞﾊﾞｲｽの主な周辺機能全てについてのC言語例を含む)

(注) 本資料での全てのJTAGICE記述はJTAGICE mkⅡにも適用します。

図1-1. STK500用STK502ｱﾀﾞﾌﾟﾀ基板

1.2 支援ﾃﾞﾊﾞｲｽ STK502はLCD制御器付きと無し、両方の64ﾋﾟﾝ ﾃﾞﾊﾞｲｽを支援します。現在、STK502は次の
ﾃﾞﾊﾞｲｽを支援します。

 ATmega165 ATmega169 (LCD) ATmega325 ATmega325P
 ATmega329 (LCD) ATmega329P (LCD) ATmega645 ATmega649 (LCD)
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2.1 STK500ｽﾀｰﾀ ｷｯﾄ
 への接続

STK502をSTK500の拡張ﾍｯﾀﾞ0と1に接続してください。このｱﾀﾞﾌﾟﾀが図2-1.で示されるように
正しい向きで接続されることが重要です。STK502ｱﾀﾞﾌﾟﾀ上に書かれたEXPAND0がSTK500基
板上に書かれたEXPAND0拡張ﾍｯﾀﾞ側と一致すべきです。

この章はSTK502がSTK500と共にどう使われるかを詳細に記述します。

図2-1. STK502ｱﾀﾞﾌﾟﾀのSTK500基板への接続

注: 誤った向きでのSTK502接続は基板に損傷を与えるかもしれません。

2.1.1 AVRの配置 STK502にはTQFP用のZIFｿｹｯﾄと、STK502内にｴﾐｭﾚｰﾀ ｱﾀﾞﾌﾟﾀの直接半田付けを容易にさ
せる配線ﾊﾟﾀｰﾝがあります。そのため、ﾃﾞﾊﾞｲｽ(またはｱﾀﾞﾌﾟﾀ)が正しい向きで装着されることに
注意が必要とされるべきです。図2-2.はZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝの1番ﾋﾟﾝの位置を示しま
す。

図2-2. ZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝのI番ﾋﾟﾝ位置

警告: AVRがSTK500基板に装着されるのと同時にSTK502へAVRを装着しないでください。ど
ちらのﾃﾞﾊﾞｲｽも意図するように動きません。
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2.2 ﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀ STK502で支援するAVRにはSTK500で利用可能なﾎﾟｰﾄに加えて、更にﾎﾟｰﾄがあります。これ
らのﾎﾟｰﾄはSTK502基板に配置されます。これらはSTK500のﾎﾟｰﾄと同じ機能とﾋﾟﾝ配置です。
ﾎﾟｰﾄA～Dは既にSTK500基板に存在します。これらはSTK502に重複(設置)されません。

2.2.1 ﾎﾟｰﾄE, ﾎﾟｰﾄF
 PORTE, PORTF

図2-3.はﾎﾟｰﾄEとﾎﾟｰﾄFのI/Oﾎﾟｰﾄ ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置を示します。

PE1
PE3
PE5
PE7
VTG

PE0
PE2
PE4
PE6

GND

PORTE

1 2

図2-3. 標準I/Oﾎﾟｰﾄ用ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

PF1
PF3
PF5
PF7
VTG

PF0
PF2
PF4
PF6

GND

PORTF

1 2

注: ﾎﾟｰﾄE(PORTE)はSTK500上にも存在しますが、PE2～0(下位3ﾋﾞｯﾄ)だけｱｸｾｽ可能です。
ﾎﾟｰﾄEの全ﾋﾞｯﾄをｱｸｾｽするにはSTK502上の(PORTE)ｺﾈｸﾀが使われなければなりませ
ん。

2.2.2 ﾎﾟｰﾄG/ﾘｾｯﾄ
 PORTG/RST

標準ﾎﾟｰﾄGﾋﾟﾝに加え、このｺﾈｸﾀにはRESET信号があります。図2-4.をご覧ください。

PG1
PG3
RST-STK502
RST-STK500
VTG

PG0
PG2
PG4
N.C.
GND

PORTG/RST

1 2

図2-4. ﾎﾟｰﾄG/ﾘｾｯﾄ ﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

2.2.2.1 ﾎﾟｰﾄG0～4

 PG0～PG4

これらは標準I/Oﾎﾟｰﾄで、ZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟﾀｰﾝに接続されます。

2.2.2.2 ﾘｾｯﾄ  RST RST-STK500はSTK500基板から来るRESET信号で、RST-STK502はZIFｿｹｯﾄとTQFP配線ﾊﾟ
ﾀｰﾝ用のRESET信号です。 2つのﾋﾟﾝをｼﾞｬﾝﾊﾟで接続してください。

図2-5. PORTG/RSTのRESET信号接続
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2.3 AVRのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ AVRは高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞとSPI(実装書き込み)の両方を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞすることができ
ます。本章はこれら2つの種別の1つを成功裏に使うためのﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ ｹｰﾌﾞﾙ接続法を説明し
ます。AVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱはSTK500使用者の手引きで記述されるように他のAVR ﾃﾞ
ﾊﾞｲｽと同じやり方で使われます。

注: STK502によって支援されるAVRは自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞも支援します。自己ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞのより多
くの情報についてはAVR109応用記述をご覧ください。

注: どんなﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでも、行え得るのに先立ってPORTG/RSTのﾘｾｯﾄ信号用ｼﾞｬﾝﾊﾟ(6-8)が
装着されなければなりません。2.2.2.2項をご覧ください。

2.3.1 ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ
 (実装書き込み)

ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには、図2-6.で示されるようにSTK500基板
上のISP6PINｺﾈｸﾀとSTK502基板上のISPｺﾈｸﾀ間に6芯ｹｰﾌﾞﾙを接続します。ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR 
Studio 4 STK500ｿﾌﾄｳｪｱでISP(低電圧直列)ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作を使ってﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞできます。

注: ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞに対するSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500使用者
の手引きをご覧ください。

図2-6. ISPﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続
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2.3.2 高電圧並列
 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ

高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞを使ってAVRをﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞするには図2-7.に示されるようにSTK500上
のPROGDATAとPORTB、PROGCTRLとPORTDを接続してください。ｸﾛｯｸ切り替え(TOSC)
ｽｨｯﾁがXTAL位置に置かれることを確認してください。「2.6 ｸﾛｯｸ切り替えｽｨｯﾁ TOSC」項をご
覧ください。

STK500使用者の手引き(ｼﾞｬﾝﾊﾟ設定)で記述されるように、ATmegaﾃﾞﾊﾞｲｽの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝ
ｸﾞのためにBSEL2ｼﾞｬﾝﾊﾟを装着してください。この設定はSTK502で支援されるAVRの高電圧
並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞにも適用されます。

ﾃﾞﾊﾞｲｽはAVR Studio STK500ｿﾌﾄｳｪｱの高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ動作使用で、直ぐにﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞす
ることができます。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞでのSTK500前処理ｿﾌﾄｳｪｱ使用法の情報についてはSTK500使用者
の手引きをご覧ください。

注: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが正しく機能するには目的電圧(VTG)が4.5V以上でなければなりませ
ん。

警告: LCD表示器のｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞからの切り離しを確認してください。そうしないと、LCD
表示器の寿命が酷く縮められるかもしれません。図2-10.をご覧ください。

図2-7. 高電圧並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ用接続
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2.4 JTAG ｺﾈｸﾀ 図2-8.はSTK502基板上へのJTAGICEﾌﾟﾛｰﾌﾞの接続法を示します。

図2-8. STK502へのJTAGICEﾌﾟﾛｰﾌﾞ接続法

GND
VTG
RST
N.C.
GND

TCK
TDO
TMS
VTG
TDI

JTAG

1 2

図2-9. JTAGｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置

このJTAGｺﾈｸﾀはAVR内蔵JTAGｲﾝﾀｰﾌｪｰｽに使われます。このｺﾈｸﾀのﾋﾟﾝ配置は図2-9.で
示され、Atmelから入手可能なJTAGICEのﾋﾟﾝ配置対応です。このｺﾈｸﾀへのJTAGICE接続は
AVRの内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞを可能にします。

JTAGICEと内蔵ﾃﾞﾊﾞｯｸﾞについての多くの情報はAtmelのｳｪﾌﾞｻｲﾄ(www.atmel.com)で入手で
きるAVR JTAGICE使用者の手引きで得られます。

2.5 LCD表示器 STK502にはLCD表示器があります。14ｾｸﾞﾒﾝﾄ6桁といくつかの付加ｾｸﾞﾒﾝﾄが特徴です。この
表示器は全部で120ｾｸﾞﾒﾝﾄを支援します。この表示器は動作電圧3V用です。この表示器のよ
り多くの詳細については「技術仕様」をご覧ください。

2.5.1 LCD AVRへの接続 LCD AVRからのｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝはPORTA, PORTC, PORTD, PORTGに配置されています。簡単
に使うため、これらはSegment pins from ATmega169と記されたﾍｯﾀﾞにも全てが接続されてい
ます。その隣のSTK502 LCD pinsと記されたﾍｯﾀﾞにはSTK502上のLCD表示器の全てのｾｸﾞﾒ
ﾝﾄ ﾋﾟﾝがあります。

STK502と一緒に来る34芯ｹｰﾌﾞﾙの使用によってこの2つのﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞは接続でき、LCD AVRで
のLCD表示器制御を可能にします。図2-10.をご覧ください。

図2-10. LCD AVRのSTK502 LCDへの接続

警告: 高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞはPORTBとPORTDを使います。高電圧ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ中、AVRへ接続さ
れたどんなLCD表示器も確実に切り離してください。そうしないと、表示器の寿命を縮め
るかもしれません。

警告: 標準I/OﾎﾟｰﾄとしてﾎﾟｰﾄA、C、DまたはGを使う時は対応するLCDのｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝがAVR
から切り離されなければなりません。

http://www.atmel.com
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2.5.2 既定のｾｸﾞﾒﾝﾄ設定 64ﾋﾟﾝLCD AVRは100ｾｸﾞﾒﾝﾄを支援します。従ってLCD表示器の120ｾｸﾞﾒﾝﾄ全てを同時に表
示できません。LCD表示器の30ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝの内の5つは未接続のままです。この未接続LCD
ﾋﾟﾝはﾋﾟﾝ番号3, 24, 30, 31, 32です。除外されたｾｸﾞﾒﾝﾄの概要については「技術仕様」をご覧
ください。

既定で含まれないLCD表示器のｾｸﾞﾒﾝﾄのいくつかを使う、またはｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝを通常のI/Oﾋﾟﾝ
として使うには、2つの34ﾋﾟﾝ ﾍｯﾀﾞ間に特注配線を使ってください。それらが容易な接続となる
ように、これらﾍｯﾀﾞは2.54mm間隔格子に合うように並べられています(例えば、ﾍｯﾀﾞ上の実験
基板)。

これら2つのﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置(図2-11.)はSTK502基板の裏側または「第6章 全回路図」で得られ
ます。
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図2-11. LCDﾍｯﾀﾞのﾋﾟﾝ配置

このﾊｰﾄﾞｳｪｱ設定はSTK502 LCDのｾｸﾞﾒﾝﾄとLCD AVR LCDDRxﾚｼﾞｽﾀ内のﾋﾞｯﾄ間に或るﾋﾞｯ
ﾄ割り当てを与えます。「4.1 STK502 LCD ﾋﾞｯﾄ割り当て」項をご覧ください。

2.5.3 表示器の両ｺﾛﾝ使用 19 24と記されたJ300ﾍｯﾀﾞは、ｼﾞｬﾝﾊﾟの使用により、LCD19ﾋﾟﾝと(既定で未接続の)LCD24ﾋﾟﾝ
を接続できます。図2-12.をご覧ください。このようにすることの理由はLCD24ﾋﾟﾝが"COL1"を
持ち、LCD19ﾋﾟﾝが"COL2"を持つことです。時間や日付などの応用で表示されるであろうなら
ばそれはLCD表示器の両ｺﾛﾝ(:)制御のため、有効に使えます。しかし、これらのLCDﾋﾟﾝ接続
はｾｸﾞﾒﾝﾄ、S5と3、S8とS7、8と7間の接続にもなり、そしてそれは実際にそれらを役に立たなく
します。既定ｾｸﾞﾒﾝﾄ設定でのLCD表示器の利用可能なｾｸﾞﾒﾝﾄ表示については、図2-13.をご
覧ください。

図2-12. COL1とCOL2接続ｼﾞｬﾝﾊﾟ
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図2-13. 既定LCDｾｸﾞﾒﾝﾄ設定での図2-12.で示されるｼﾞｬﾝﾊﾟの有無による表示の違い

他のLCD表示器は全ｾｸﾞﾒﾝﾄ ﾋﾟﾝが集約されたSegment pins from ATmega169ﾍｯﾀﾞ、または通
常のPORTA, PORTC, PORTD, PORTGﾎﾟｰﾄ ｺﾈｸﾀのどちらかを通してLCD AVRに接続でき
ます。

注: 表示器がLCD AVRの電気的特性に適合するか確かめてください。

LCD表示器に関するｿﾌﾄｳｪｱの書き方のより多くの情報については応用記述"AVR064:STK50 
2-LCD出力温度監視ｼｽﾃﾑ"と"AVR065:STK502のLCD用LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞ"をご覧ください。

注: STK502のLCD表示器はACTEﾉﾙｳｪｰ(www.acte.no)から単独で注文できます。

 Tel : +47 63 89 89 00 Fax : +47 63 87 90 00 E-mail : info@acte.no
 価格 : NOK 99,- 注文番号 : H4042-DL DE5156/L

2.6 ｸﾛｯｸ切り替えｽｨｯﾁ
 TOSC

STK502で支援されるAVRのTOSC1とTOSC2信号線はXTAL1,XTAL2と共用されています。
TOSCｽｨｯﾁはﾃﾞﾊﾞｲｽのこれらのﾋﾟﾝに接続されるべきSTK500からのXT1/XT2信号、またはST 
K502の32kHzｸﾘｽﾀﾙのどちらかを選びます。

図2-15.はこれがどう実装されるかの簡略化された構成図を示します。

図2-14. TOSCｽｨｯﾁ

XTAL2/TOSC2

XTAL1/TOSC1

32kHz

XT1

XT2

TOSC
ｽｨｯﾁAVR

STK500へ

図2-15. TOSC(ｸﾛｯｸ)切り替え部構成図

http://www.acte.no
mailto:info@acte.no
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2.7 感知器 STK502には感知器を接続することができる2Pのﾈｼﾞ式端子ﾌﾞﾛｯｸがあります。STK502ｷｯﾄに
はこのﾈｼﾞ端子に接合されるNTCｻｰﾐｽﾀが同梱されています。NTCｻｰﾐｽﾀは温度が下がると
抵抗値が上がることで特徴付けられます。分圧器を使い、AVRのA/D変換ﾁｬﾈﾙを通してｻｰﾐ
ｽﾀ間の電圧を読み出すことで温度が計算できます。"AVR064:STK502-LCD出力温度監視ｼｽ
ﾃﾑ"応用記述はこの応用の詳細を記述します。

図2-16. NTCｻｰﾐｽﾀ接続

2.7.1 感知器関係ｽｨｯﾁ 図2-17.で示されるように、STK502上の2つのｽｨｯﾁがこの感知器をAVRのA/D変換ﾁｬﾈﾙへ接
続するのに使われます。

図2-17. 温度感知器関係ｽｨｯﾁ
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2.7.1.1 基準電圧選択ｽｨｯﾁ
 AREF

AREFと示されたｽｨｯﾁはAVRのAREFﾋﾟﾝへの入力を選びます。

AREF
VREF

AREF
ｽｨｯﾁ AVR

STK500から

図2-18. AREF(基準電圧)切り替え部構成図

AREF

感知器用基準電圧

STK502

STK502

ｽｨｯﾁ位置：

AREF : この位置でSTK500からのAREFがAVRのAREFﾋﾟﾝに接続されます。これが既定位置
です。

VREF : この位置でSTK502上の1.263V基準電圧(VREF)がAVRのAREFﾋﾟﾝに接続されます。
"AVR064:STK 502-LCD出力温度監視ｼｽﾃﾑ"応用記述内の(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)ｺｰﾄﾞを走らせる
にはこの位置を選択してください。

2.7.1.2 PF1,0選択ｽｨｯﾁ
 PF[1:0]

このPF[1:0]ｽｨｯﾁはAVRのPF1とPF0(A/D変換ﾁｬﾈﾙ1,0)への入力を選びます。

PF0(ADC0)

PF[1:0]
ｽｨｯﾁ AVR

図2-19. PF[1:0](ﾎﾟｰﾄF1,0)切り替え部構成図

PF0

感知器ﾋﾟﾝ2
PF1(ADC1)

PF1

感知器ﾋﾟﾝ1

ｽｨｯﾁ位置：

PIN : この位置でSTK502上のPORTFからのPF0とPF1がAVRのPF0とPF1に接続されます。こ
れが既定位置です。

Sensor : この位置でSTK502上のﾈｼﾞ端子からの感知器ﾋﾟﾝ1がAVRのPF0に、ﾈｼﾞ端子からの
感知器ﾋﾟﾝ2がAVRのPF1に接続されます。"AVR064:STK502-LCD出力温度監視ｼｽ
ﾃﾑ"応用記述内の(ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ)ｺｰﾄﾞを走らせるにはこの位置を選択してください。

応用でのA/D変換測定がｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞまたは差動入力かに拘らず、Sensor位置でPF0とPF1両
方が感知器ﾋﾟﾝに接続されます。これは例えPF0だけが(ｼﾝｸﾞﾙ ｴﾝﾄﾞ入力)A/D変換に使われ

たとしても、PF1を通常のI/Oﾎﾟｰﾄとしての使用が不可能なことを意味します。
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表3-1. 障害対策の指針

問題 対処原因

LCDに何も表示され
ない。

LCDが接続されていな
い。

STK502の34ﾋﾟﾝ間を34ﾋﾟﾝ ｹｰﾌﾞﾙで接続
します。

AVRﾃﾞﾊﾞｲｽでLCDが
未許可。

LCD初期化を検査します。(注)

LCD更新周波数が不
正。

ｸﾛｯｸがｸﾛｯｸ元に従った前置分周か検証
します。(注)

ﾎﾟｰﾄFのF1,F0が制
御できない。

PF1,PF0がAVRに未接
続。

PF[1:0]ｽｨｯﾁをPFx位置に設定します。

直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが
動作しない。

ﾎﾟｰﾄA,C,D,Gのどれか
がLCD表示器外の何
か他のものに接続。

STK500とSTK502のこれらﾎﾟｰﾄに何も接続
されていないことを調べます。

LCDの数ｾｸﾞﾒﾝﾄが
High/Lowに止まっ
て動かないようだ。

ISPｹｰﾌﾞﾙ未接続。 図2-6.に従ってISPｹｰﾌﾞﾙを接続します。

STK500対象電圧の誤
り。

直列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの電圧範囲については
AVRﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。それに
応じてSTK500の目的電圧を調整してくだ
さい。

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞが
動作しない。

ｹｰﾌﾞﾙ誤接続。
並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ設定の接続については図
2-7.を参照してください。

STK500対象電圧の誤
り。

並列ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞの電圧範囲については
AVRﾃﾞｰﾀｼｰﾄを参照してください。それに
応じてSTK500の目的電圧を調整してくだ
さい。

AVRにRESET信号未
接続。

PG5とRSTをｼﾞｬﾝﾊﾟで接続します。2.2.2.2
項をご覧ください。

注: LCD表示の制御法は応用記述"AVR065:STK502用LCDﾄﾞﾗｲﾊﾞ"または"AVR064:STK5 
02-LCD出力温度監視ｼｽﾃﾑ"をご覧ください。
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■ 装置形状

 ・ 物理外形 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56×119×27 mm

 ・ 重量 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 70 g

■ 動作条件

 ・ 供給電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1.8～5.5 V

 ・ 温度 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 0～50 ℃

■ LCD表示器

 ・ 動作電圧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 V
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図4-1. STK502 LCD表示器の割り付け配置
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4.1 STK502 LCD
 ﾋﾞｯﾄ割り当て

AVRのLCDﾃﾞｰﾀ ﾚｼﾞｽﾀ(LCDDRx)は(共通電極信号線としても知られる)背面制御線の使用に
従って仲間に系統立てられています。STK502のLCDは4つ全ての共通信号線と25全てのｾｸﾞ
ﾒﾝﾄで、合計4×25=100ｾｸﾞﾒﾝﾄを使います。LCDﾃﾞｰﾀｼｰﾄ(図4-1.)でﾋﾟﾝ、共通信号線、ｾｸﾞﾒﾝ
ﾄの内部接続を調べるとき、英数字桁はLCDに配置される場所と一致する番号で参照されま
す。以下の一覧はこれに従ったSTK502のﾋﾞｯﾄ割り当ての説明です。

4.1.1 英数字桁番号2 英数字桁番号2のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-1. LCD英数字桁番号2のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR0

LCDDR5

LCDDR10

ﾋﾞｯﾄ7

3-K

3-J

3-L

2

3-F

3-E

LCDDR15 3-M 3-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

S2

3-H

3-G

3-A

3-B

3-C

3-N 3-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

2-K

2-J

2-L

1

2-F

2-E

2-M 2-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

S1

2-H

2-G

2-A

2-B

2-C

2-N 2-D

4.1.2 英数字桁番号3 英数字桁番号3のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-2. LCD英数字桁番号3のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR0

LCDDR5

LCDDR10

ﾋﾞｯﾄ7

3-K

3-J

3-L

2

3-F

3-E

LCDDR15 3-M 3-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

S2

3-H

3-G

3-A

3-B

3-C

3-N 3-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

2-K

2-J

2-L

1

2-F

2-E

2-M 2-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

S1

2-H

2-G

2-A

2-B

2-C

2-N 2-D

4.1.3 英数字桁番号4 英数字桁番号4のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-3. LCD英数字桁番号4のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR1

LCDDR6

LCDDR11

ﾋﾞｯﾄ7

5-K

5-J

5-L

S4

5-F

5-E

LCDDR16 5-M 5-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

5

5-H

5-G

5-A

5-B

5-C

5-N 5-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

4-K

4-J

4-L

S3

4-F

4-E

4-M 4-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

4

4-H

4-G

4-A

4-B

4-C

4-N 4-D

4.1.4 英数字桁番号5 英数字桁番号5のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-4. LCD英数字桁番号5のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR1

LCDDR6

LCDDR11

ﾋﾞｯﾄ7

5-K

5-J

5-L

S4

5-F

5-E

LCDDR16 5-M 5-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

5

5-H

5-G

5-A

5-B

5-C

5-N 5-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

4-K

4-J

4-L

S3

4-F

4-E

4-M 4-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

4

4-H

4-G

4-A

4-B

4-C

4-N 4-D

4.1.5 英数字桁番号6 英数字桁番号6のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-5. LCD英数字桁番号6のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR2

LCDDR7

LCDDR12

ﾋﾞｯﾄ7

7-K

7-J

7-L

10

7-F

7-E

LCDDR17 7-M 7-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

S10

7-H

7-G

7-A

7-B

7-C

7-N 7-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

6-K

6-J

6-L

9

6-F

6-E

6-M 6-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

S9

6-H

6-G

6-A

6-B

6-C

6-N 6-D

4.1.6 英数字桁番号7 英数字桁番号7のﾋﾞｯ
ﾄ割り当ては右表で示
されます。

表4-6. LCD英数字桁番号7のﾋﾞｯﾄ割り当て

ﾚｼﾞｽﾀ名 ﾋﾞｯﾄ6

LCDDR2

LCDDR7

LCDDR17

ﾋﾞｯﾄ7

7-K

7-J

7-L

10

7-F

7-E

LCDDR17 7-M 7-P

ﾋﾞｯﾄ4ﾋﾞｯﾄ5

S10

7-H

7-G

7-A

7-B

7-C

7-N 7-D

ﾋﾞｯﾄ2ﾋﾞｯﾄ3

6-K

6-J

6-L

9

6-F

6-E

6-M 6-P

ﾋﾞｯﾄ0ﾋﾞｯﾄ1

S9

6-H

6-G

6-A

6-B

6-C

6-N 6-D



第5章

技術支援

技術的な問い合わせは avr@atmel.com にお願い致します。問い合わせに際しては次に示す
情報も併せてご連絡ください。

■ 対象AVRﾃﾞﾊﾞｲｽ名 (完全な部品番号)

■ 対象電圧とｸﾛｯｸ速度

■ AVRのｸﾛｯｸ種別とﾋｭｰｽﾞ設定

■ ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾐﾝｸﾞ(書き込み)方法 (ISPまたは高電圧)

■ AVRﾂｰﾙのﾊｰﾄﾞｳｪｱ改訂番号 (基板上に記載)

■ AVR Studioの版 (版番号はAVR StudioのﾒﾆｭｰからHelp⇒Aboutで表示)

■ ﾊﾟｿｺﾝのOS名と版、構築番号

■ ﾊﾟｿｺﾝのﾌﾟﾛｾｯｻ型式とｸﾛｯｸ速度

■ 問題点の詳細説明

STK502 使用者の手引き 5-1

mailto:avr@atmel.com


第6章

全回路図

以下に、STK502改訂Bの実装図と全回路図が示されます。

6-1 STK502 使用者の手引き

図6-1. 実装図 (表面視)
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全回路図

STK502 使用者の手引き 6-2
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図6-2. 回路図 (1/3)
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全回路図

STK502 使用者の手引き6-3
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第7章

障害情報

7-1 STK502 使用者の手引き

2007年7月 ■ picoPowerTMﾃﾞﾊﾞｲｽ上のTOSC発振器はSTK502上の長い信号線のために基板上の32kHz 
ｸﾘｽﾀﾙを駆動できないかもしれません。
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